
広報 5月
　　平成１３年第５４１号　　

矢
島

矢島町消防団新たなる出発
今月の主な内容

編成・発行／矢島町企画商工観光課　毎月1日発行
　　　　　　秋田県由利郡矢島町矢島町20　TEL 0184-55-4952
　　　印刷／高清館印刷所
Ｅメール　yashima@town.yashima.akita.jp
ホームページ　http://www.town.yashima.akita.jp

Ｐ２

Ｐ６

Ｐ12・13

Ｐ3　

Ｐ10

矢島町歴史交流館

モンゴル大使講演会

おしらせ・募集

ミルジー・坂之下橋

ほけんだより



矢島町歴史交流館
新館の名称は

どう えき えん

「 道 益 苑 」
　
平
成
12
年
７
月
よ
り
建
設
・
改
修

に
着
手
し
て
い
た
矢
島
町
歴
史
交
流

館
が
３
月
末
で
完
成
し
、
４
月
16
日

（
月
）
に
開
館
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
館
の
名
称
は
、
八
森
苑
に
居
住

し
て
い
た
、
讃
岐
国
の
領
主
生
駒
氏

が
国
替
え
さ
れ
た
と
き
に
随
行
し
て

来
た
重
臣
佐
藤
氏
の
祖
佐
藤
志
摩
介

道
益
か
ら
名
前
を
頂
き
、「
道
益
苑
」

と
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
交
流
館

の
無
事
故
を
祈
願
し
て
神
事
が
行
わ

れ
、
町
長
・
議
会
議
長
・
施
工
業
者

の
方
々
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◎
矢
島
町
歴
史
交
流
館
建
築
概
要

一
事
業
名
　

　
木
造
公
共
施
設
等
整
備
事
業

一
事
業
費
　

　
１
億
８
千
万
円

　
　（
国
庫
補
助
50
％
）

一
工
事
概
要

　
新
築
　
木
造
平
屋
建
　
　
一
棟

　
　
　
　
　
　
三
二
六
・
八
二
㎡

　
改
築
　
木
造
一
部
二
階
建
一
棟

　
　
　
　
　
　
三
四
四
・
七
一
㎡

◎
事
業
着
手
の
経
緯
と
今
後
の
活
用

　
八
森
苑
は
、
昔
風
の
建
物
が
点
在

す
る
本
町
家
中
地
内
の
歴
史
ゾ
ー
ン

に
あ
り
、
十
七
万
石
讃
岐
国
高
松
藩

よ
り
矢
島
の
荘
へ
一
万
石
の
堪
忍
料

を
与
え
ら
れ
生
駒
藩
主
と
と
も
に
矢

島
入
り
し
た
佐
藤
志
摩
介
道
益
の
子

孫
家
老
藩
士
佐
藤
氏
の
住
居
で
あ
り

ま
し
た
。

　
道
益
は
名
庭
園
と
し
て
名
高
い
栗

林
公
園
の
創
始
者
で
あ
り
、
い
ま
な

お
庭
園
内
に
は
、
佐
藤
城
と
し
て
そ

の
跡
が
し
る
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
時
代
の
住
居
は
、
戊
辰
戦
争
の
兵

火
の
た
め
焼
失
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
子
孫
が
明
治
時
代
に
前
家
の
様

式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
当
時
を
代
表

す
る
町
屋
と
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
町
文
化
財
審
議
委
員
、
学
識

者
の
調
査
で
判
明
し
、
現
在
高
松
市

と
矢
島
町
を
結
ぶ
唯
一
の
住
居
で
あ

り
後
世
に
継
承
す
べ
き
重
要
な
建
築

物
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
縁
か

ら
も
、
本
町
は
一
昨
年
町
制
施
行
百

十
周
年
を
記
念
し
て
高
松
市
と
友
好

都
市
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
今
後

歴
史
交
流
館
（
八
森
苑
・
道
益
苑
）
の

活
用
を
図
り
な
が
ら
更
な
る
歴
史
的

交
流
を
深
め
、
人
材
交
流
の
拠
点
と

し
て
も
、
茶
道
、
華
道
、
書
道
、
各

種
会
席
な
ど
和
文
化
を
媒
介
と
し
た

交
流
を
推
進
し
、
郷
土
の
良
さ
を
伝

承
で
き
る
人
間
性
、
幅
広
い
視
野
で

物
事
を
理
解
で
き
る
社
会
性
を
持
っ

た
人
材
の
輩
出
の
一
助
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
歴
史
交
流
館
の
使
用
方
法

　
歴
史
交
流
館
を
使
用
し
た
い
方
は
、

役
場
総
務
課
へ
使
用
申
請
書
を
提
出

し
、
使
用
許
可
を
受
け
て
左
記
の
料

金
を
会
計
に
納
付
し
て
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
申
し
出
下

さ
い
。

　
　（
申
請
書
は
総
務
課
に
備
付
）

◎
使
用
料
金

新
館
・
旧
館
と
も
に
各
室
１
室
毎

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
五
〇
円

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
五
〇
円

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
一
〇
〇
円

午
後
５
時
後
１
時
間
毎
　
三
一
五
円

※
酒
宴
を
伴
う
場
合
は
右
料
金
の
５

割
増
料
金
と
な
り
ま
す
。

◎
一
般
開
放
の
お
知
ら
せ

　
矢
島
町
歴
史
交
流
館
の
見
学
会
を

左
記
期
日
に
行
い
ま
す
。
町
民
の
皆

様
、是
非
生
ま
れ
変
わ
っ
た
八
森
苑
・

新
築
し
た
道
益
苑
を
御
観
覧
下
さ

い
。

期
日
　
５
月
６
日
（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

開
放
施
設

　
矢
島
町
歴
史
交
流
館

　
　
　
　
　
　
　
八
森
苑
・
道
益
苑



花立牧場公園に

仲間入り

「ミルジー」

　
雪
解
け
を
待
ち
に
待
っ
た
花
立
観

光
施
設
が
４
月
27
日
に
い
よ
い
よ

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど

ん
ど
ん
暖
か
く
な
る
と
、
花
立
高
原

も
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
観
光
施
設
に
今
年
は
新
た
に
花

立
牧
場
工
房
「
ミ
ル
ジ
ー
」
が
仲
間

入
り
し
ま
し
た
。

　
矢
島
町
は
全
国
有
数
の
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
乳
の
生
産
地
で
す
が
加
工
販

売
は
町
外
の
業
者
に
頼
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
か
ら
、
加
工
施
設
の

建
設
が
強
く
望
ま
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
２
月
に
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト

「
ミ
ル
ジ
ー
」
が
完
成
し
、
４
月
よ
り

創
業
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

・
ミ
ル
ジ
ー
の

　
　
　
低
温
殺
菌
へ
の
こ
だ
わ
り

　
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
牛
乳
は
１
２

０
度
〜
１
３
０
度
で
２
秒
の
殺
菌
と

い
う
超
高
温
短
時
間
殺
菌
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
世
界
の
牛
乳
の
大
部

分
は
63
度
で
30
分
殺
菌
と
い
う
低
温

保
持
殺
菌
処
理
で
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
日
本
で
も
低
温
殺
菌
乳
は
あ
る
よ

う
で
す
が
、全
体
の
７
％
程
度
で
す
。

こ
の
製
法
で
は
作
業
工
程
に
時
間
が

か
か
る
た
め
大
量
生
産
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
牛
乳
の
持
っ
て
い
る
カ
ル
シ

ウ
ム
や
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
を

で
き
る
だ
け
損
な
わ
な
い
よ
う
、
牛

乳
本
来
の
コ
ク
と
風
味
を
こ
わ
さ
な

い
殺
菌
方
法
で
す
。

　
超
高
温
殺
菌
乳
に
慣
れ
た
方
で
も

低
温
殺
菌
乳
に
は
転
向
で
き
る
よ
う

で
す
が
、
そ
の
逆
は
難
し
い
よ
う
で

す
。「
ミ
ル
ジ
ー
」
は
こ
の
製
法
に
こ

だ
わ
り
を
も
ち
牛
乳
の
生
産
を
し
て

い
き
ま
す
。

・
今
後
の
課
題
と
目
標

　
現
在
小
中
学
校
生
の
学
校
給
食
に

６
５
０
本
、
各
家
庭
へ
の
宅
配
で
は

２
０
０
戸
の
方
々
よ
り
注
文
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
宅
配
は
町
内
だ

け
で
は
な
く
子
吉
川
沿
線
の
市
町
村

に
拡
大
し
て
い
き
、
目
標
一
、
〇
〇

〇
戸
を
目
指
し
ま
す
。
生
産
工
程
は

全
工
程
に
現
在
６
時
間
か
か
り
ま
す

が
、
今
後
は
作
業
効
率
化
を
計
り
４

時
間
ほ
ど
に
短
縮
し
、
受
注
状
況
に

よ
っ
て
は
１
日
２
工
程
に
増
や
す
な

ど
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
の
事
で

し
た
。

　「
ミ
ル
ジ
ー
」で
生
産
さ
れ
る
牛
乳

は
、
花
立
牧
場
公
園
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
新
鮮
な
原
乳

を
使
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
純
矢
島

産
の
特
産
物
で
す
。
手
間
ひ
ま
惜
し

ま
ず
風
味
を
損
な
わ
な
い
誰
で
も
飲

め
る
お
い
し
い
牛
乳
で
す
。

　
６
月
頃
に
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
も
生
産
し
店
頭
で
販
売

し
ま
す
。
今
後
は
消
費
者
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
矢
島
独
自

の
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。祝

開
通
!!

 

坂
之
下
橋

　
旧
坂
之
下
橋
は
昭
和
35
年
に
架
橋

さ
れ
、
幅
員
が
３
・
１
ｍ
と
狭
い
上
、

歩
道
も
な
く
、
朝
夕
の
通
勤
や
通
学

の
際
も
自
動
車
の
交
差
も
で
き
な
い

状
態
で
し
た
。
地
域
住
民
の
要
望
も

あ
り
、
平
成
10
年
度
よ
り
坂
之
下
橋

架
替
え
工
事
を
実
施
し
、
本
年
４
月

17
日
開
通
に
至
り
ま
し
た
。
総
事
業

費
４
億
７
千
２
百
９
万
４
千
円
で

す
。

　
開
通
式
で
は
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
春

の
日
差
し
の
中
、
来
賓
、
関
係
者
、
地

域
住
民
約
２
０
０
名
参
列
の
も
と
、

新
し
い
坂
之
下
橋
の
安
全
を
祈
願
し

て
神
事
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
後
い
よ
い
よ
開
通
。
神

官
に
続
き
、
坂
之
下
番
楽
と
矢
島
保

育
園
の
園
児
（
年
長
43
名
）
や
関
係

者
の
方
々
が
、
坂
之
下
側
か
ら
国
道

側
へ
渡
り
初
め
を
し
ま
し
た
。
橋
に

は
鯉
の
ぼ
り
も
飾
ら
れ
、
橋
の
開
通

を
喜
ぶ
か
の
よ
う
に
春
風
と
と
も
に

大
空
を
泳
い
で
お
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
坂
之
下
橋
は
、橋
長
86
ｍ
、

幅
員
11
ｍ
（
車
道
８
・
５
ｍ
、
歩
道

２
・
５
ｍ
）
で
す
。
地
域
住
民
の
皆

様
に
と
っ
て
も
、
待
ち
に
待
っ
た
坂

之
下
橋
の
開
通
。
こ
れ
か
ら
は
自
動

車
の
通
行
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
道
も
で

き
ま
し
た
の
で
通
勤
や
通
学
の
際
も

安
心
で
き
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
渡
　
り
　
初
　
め

市販牛乳(例) ジャージー牛乳

エネルギー 136kcal 160kcal

タンパク質 6.4g 7.6g

脂　　　質 7.8g 10g

糖　　　質 9.8g 9.4g

ナトリウム 90mg 190mg

カルシウム 218mg 340mg

ご存じでしたか？ジャージー牛乳のパワー

栄養成分表２００■中（コップ一杯分）

●エネルギー約１．２倍！ナトリウム約２．１倍！

●カルシウム約１．６倍



６
分
団
12
部
制
へ

　
　
消
防
団
再
編
の
施
行

　
４
月
１
日
か
ら
消
防
団
再
編
が
ス

タ
ー
ト
し
、
６
分
団
12
部
体
制
と
な

り
ま
し
た
。

　
各
分
団
の
幹
部
は
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

山
火
事
予
防
運
動
の

　
　
　
実
施
に
つ
い
て

　
こ
の
運
動
は
、
山
火
事
が
多
発
す

る
春
期
に
お
い
て
、
山
火
事
予
防
思

想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
５
月
31
日
ま
で
の
間
実
施
さ
れ

ま
す
。
次
の
点
を
守
り
山
火
事
防
止

に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

一
、
強
風
又
は
乾
燥
の
時
は
、
た
き

　
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

二
、
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
時
は

　
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

三
、
枯
れ
草
等
の
あ
る
危
険
な
場
所

　
で
は
、た
き
火
等
を
し
な
い
こ
と
。

四
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消

　
す
こ
と
。

五
、
車
か
ら
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら

　
を
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

六
、火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
、　

消
防
署
へ
届
け
出
る
こ
と
。

　
　（
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
）

春
の
火
災
予
防
運
動
の

　
　
　
　
　
　
実
　
施

　
４
月
１
日
（
日
）
か
ら
７
日
（
土
）

ま
で
の
一
週
間
、
県
内
の
市
町
村
で

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
４
月
１
日
は
消
防
団
再
編
が
施
行

さ
れ
、
６
分
団
12
部
制
と
し
て
の
初

日
と
い
う
こ
と
で
午
前
７
時
30
分
か

ら
役
場
前
に
お
い
て
辞
令
並
び
に
分

団
旗
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
交
付
式
終
了
後
、
消
防
署
、
消
防

団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
６
日
（
金
）
に
は
、

日
新
館
に
お
い
て
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

支
部
長
会
議
（
防
火
座
談
会
）
が
開

催
さ
れ
、
会
議
の
ほ
か
消
防
署
員
に

よ
る
応
急
手
当
、
消
火
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
火
災
予
防
期
間
中
に

は
、
火
の
元
検
査
、
分
団
巡
回
な
ど

が
行
わ
れ
、
町
民
の
皆
様
に
防
火
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
火
災
の
発

生
に
備
え
、
分
団
各
部
の
機
械
器
具

の
点
検
、
警
戒
勤
務
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
は
、
雨
が
少
な
く
空
気

が
乾
燥
す
る
上
強
い
季
節
風
が
吹
く

こ
と
か
ら
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い

時
期
と
な
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「
春
の
全
国
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
　
運
動
」

　
期
間
中
の
事
故
は

　
　
　
　
　
　「
０
」
件

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月

６
日
〜
15
日
の
10
日
間
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
初
日
に
は
、
鳥
海
町
・
紫
水

館
に
お
い
て
交
通
安
全
祈
願
を
行

い
、
今
年
度
の
無
事
故
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

期
間
中
は
、
通
学
時
の
街
頭
指
導
を

始
め
と
し
関
係
団
体
・
関
係
機
関
の

協
力
の
も
と
、
交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ

ト
の
配
布
、
保
育
園
児
の
交
通
安
全

教
室
、
高
齢
者
施
設
訪
問
な
ど
様
々

な
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
、
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
期
間
中
の
、矢
島
町
で
の
人
身
・
物

損
事
故
件
数
は
、「
０
」
と
大
変
喜
ば

し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
家
庭
・
会
社
・
地
域
で

毎
日
が
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
様

な
気
持
ち
を
維
持
し
合
い
交
通
事
故

の
無
い
明
る
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
入
学
１
年
生
は
特
に
、
初
め
て

の
慣
れ
な
い
集
団
登
校
で
ま
だ
ま
だ

危
険
な
場
面
が
起
こ
る
事
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
。

防
犯
指
導
員
任
命
さ
れ
る

　
平
成
13
年
３
月
31
日
任
期
満
了
に

よ
り
三
浦
利
右
エ
門
さ
ん
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
三
浦
さ
ん
に
は
、
防
犯

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
又
、新
し
く
佐
藤
直
和
さ
ん（
針
ヶ

岡
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
地

域
安
全
活
動
の
推
進
の
た
め
活
躍
下

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

矢島町消防団組織
団　長　佐藤　國弘

副団長　佐藤　近美

副団長　金子　嘉博

新分団 分団長 副分団長 管轄区域

団本部 清水　隆司 小番竜太郎 矢島町全域

第１分団 佐藤　　祥 渡辺　　憲
三浦　公文

田中町、　
舘町、荒沢

第２分団 土田　弘喜 小番　　敏 七日町

第３分団 滝野由紀夫 鈴木　　晃
城内、
矢島町

第４分団 佐藤　義之 佐藤　　弘 元町

第５分団 黒木　隆人 茂木　清也
木村　健治

坂之下、　
新荘、立石

第６分団 三浦　　仁 三浦　正敏 木在、川辺



希
望
ふ
く
ら
む
新
入
生

○矢島小学校（４月４日）

新入生　４８名（男２３名、女２５名）

上級生のお兄さんお姉さんと一緒に入場し、

担任の先生に名前を呼ばれると「ハイ」と

元気な返事をしておりました。校長先生の

式辞に「ありがとうございました」「よろし

くお願いします」ときちんとあいさつので

きる新１年生でした。

新入生　５５名（男３９名、女１６名）

緊張の面持ちで入場してきた新入生。

「これからは自分の行動に責任を持ち、信頼・

思いやり・はげましあう気持ちを忘れず、校

訓である自主・敬愛を尊重し頑張ってくださ

い」と激励のことばがありました。

　
県
知
事
選
挙

　
　
寺

田

典

城

氏

　
再
選

　各候補得票数　 　全　県　   由利郡　　 矢島町

○寺　田　典　城　 450,146 　25,927　 　2,139

○村　岡　兼　幸 　226,506　 24,755　　 2,284

○奥　井　淳　二　   23,806　 　 937　 　 　58

　
二
十
一
世
紀
初
め
の
秋
田
県
知
事

選
挙
が
任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
15

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
年
間
の
実

績
を
前
面
に
掲
げ
た
現
職
の
寺
田
典

城
氏
が
、
対
立
候
補
に
大
差
を
付
け

再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
矢
島
町
で
も
午
前
７
時
よ
り
町
内

15
カ
所
の
投
票
所
で
一
斉
に
投
票
が

始
ま
り
ま
し
た
。
午
後
８
時
ま
で
の

投
票
の
結
果
、
前
回
平
成
９
年
の
知

事
選
挙
の
投
票
率
（
80
％
）
を
上
回

り
、
知
事
選
挙
へ
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。
全
県
の
得
票
率
見
て

も
矢
島
町
（
86
％
）
は
全
県
で
も
５

位
、
郡
内
で
は
由
利
町
に
次
い
で
２

位
で
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
の
特
徴
と
し
て
は
、

不
在
者
投
票
数
（
３
７
５
票
）
が
全

投
票
率
の
（
７
・
15
％
）
を
占
め
て

お
り
、
不
在
者
投
票
が
増
加
傾
向
に

あ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

○矢島中学校（４月４日）

矢島町各投票区の投票結果

投票区 会場 有権者 投票者 投票率

第１投票区 矢島町役場 491 413 84.11

第２投票区 福祉会館 666 589 88.44

第３投票区 山寺会館 744 615 82.66

第４投票区 矢島町日新館 662 534 80.66

第５投票区 大川原会館 565 494 87.43

第６投票区
川辺生活改善
センター

494 423 85.63

第７投票区 木在会館 129 125 96.90

第８投票区 立石児童館 314 285 90.76

第９投票区 新荘会館 195 175 89.74

第10投票区 坂之下会館 226 197 87.17

第11投票区 元町会館 396 346 87.37

第12投票区 金ケ沢会館 132 114 86.36

第13投票区 針ケ岡会館 88 80 90.91

第14投票区 熊之子沢会館 76 59 77.63

第15投票区
谷地沢桃野
会場

65 59 90.77

計 5,243 4,508 85.98



モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
住
居

　
　
　
　
　「
ゲ
ル
」登
場

　
矢
島
町
で
は
花
立
牧
場
公
園
観
光

施
設
の
充
実
の
一
貫
と
し
て
日
本
モ

ン
ゴ
ル
国
親
善
協
会
を
通
じ「
ゲ
ル
」

２
棟
を
購
入
致
し
ま
す
。

「
ゲ
ル
」を
町
民
皆
様
に
広
く
紹
介
を

す
る
た
め
矢
島
駅
前
と
日
新
館
前
に

展
示
し
ま
す
の
で
ご
自
由
に
ご
覧
下

さ
い
。
夏
の
間
は
花
立
牧
場
公
園
に

移
設
し
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
コ
テ
ー
ジ

と
同
じ
く
貸
出
し
ま
す
の
で
、
モ
ン

ゴ
ル
遊
牧
民
族
の
生
活
と
文
化
を
体

感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
モ
ン
ゴ
ル
国
大
使
講
演
会
開
催

　
ゲ
ル
購
入
記
念
と
し
ま
し
て
、
駐

日
モ
ン
ゴ
ル
国
大
使
館
・
特
命
全
権

大
使
、
ソ
ド
ブ
ジ
ャ
ム
ツ
イ
ン
・
フ

レ
ル
バ
ー
ト
ル
氏
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
致
し
ま
す
。
講
演
会
終
了
後
に

は
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
の
伝
統
楽
器
で

あ
る
「
馬
頭
琴
」
の
演
奏
会
も
行
い

ま
す
の
で
ご
聴
講
下
さ
い
。

モ
ン
ゴ
ル
国
大
使
講
演
会

　
日
　
時
　
５
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
場
　
所
　
矢
島
町
日
新
舘

　
お
問
い
合
せ
　
企
画
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　
℡
55
―
４
９
５
２

※
４
月
29
日
〜
５
月
15
日
ま
で
、
イ

　
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内

　（
矢
島
駅
）に
て
モ
ン
ゴ
ル
国
を
紹

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
山
麓

　
　
　
　
　
　
町
長
研
修
③

○
　
ス
イ
ス
の
山
岳
地
域

　
ス
イ
ス
の
国
土
は
北
海
道
の
約
半

分
、
人
口
七
〇
九
万
人
、
農
業
就
業

人
口
四
・
四
％
で
あ
る
。
山
麓
の
グ

リ
ン
デ
ン
ワ
ル
ト
地
区
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ア
ル
プ
ス
の
メ
ッ
カ
と
し
て
有
名

な
魔
の
山
ア
イ
ガ
ー
の
麓
の
町
で
あ

る
。
出
発
前
に
三
〇
年
の
知
遇
で
あ

る
登
山
家
で
現
在
東
京
女
子
医
大
の

医
師
今
井
通
子
女
史
に
現
地
で
ア
ル

プ
ス
観
光
案
内
所
を
経
営
し
て
い
る

安
東
氏
に
連
絡
し
て
い
た
だ
い
た
。

今
井
通
子
女
史
は
一
九
六
七
年
〜
一

九
七
三
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
の

グ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ラ
ス
北
壁
を
登
攀
し

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
ア
イ
ガ
ー
と
女

性
で
世
界
初
の
欧
州
三
大
北
壁
完
登

者
と
し
て
世
界
的
に
有
名
で
あ
る
。

　
特
に
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
で
は
今

も
尊
敬
さ
れ
絵
ハ
ガ
キ
と
し
て
出
て

い
る
。
女
史
の
手
配
に
よ
り
幸
い
に

も
現
地
で
観
光
局
次
長
さ
ん
よ
り
ス

イ
ス
の
観
光
事
情
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
女
性

の
次
長
さ
ん
で
祖
父
は
一
九
二
一
年

（
大
正
一
〇
年
）
日
本
人
で
始
め
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
の
ア
イ
ガ
ー

に
初
登
頂
し
た
槇
有
恒
氏
を
ガ
イ
ド

し
た
方
で
現
在
九
三
歳
で
健
在
で
あ

る
こ
と
を
話
さ
れ
親
し
く
談
笑
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

アイガー山麓酪農

○
　
ス
イ
ス
の
観
光
事
情

　
ス
イ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
に

位
置
し
、
ま
た
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト

は
ス
イ
ス
の
中
心
の
街
で
、人
口
四
、

一
三
六
人
の
静
か
な
山
麓
の
街
で
あ

る
。

　
宿
泊
数
一
一
、〇
〇
〇
人
の
収
容
力

が
あ
り
年
間
約
一
〇
〇
万
人
か
ら
の
観

光
客
を
受
け
入
れ
て
い
る
。五
五
％
夏

期
、四
五
％
冬
期
ま
た
観
光
客
数
よ
り

牛
の
頭
数
が
多
い
。ス
イ
ス
観
光
資
源

は
ア
ル
プ
ス
の
峰
峯
と
そ
れ
を
支
え
て

い
る
山
岳
裾
野
に
広
が
る
樹
林
地

（
ト
ー
ヒ
、
モ
ミ
が
主
）
と
管
理
の
行

き
届
い
た
草
地
農
業
が
基
本
と
な
っ
て

い
る
。草
地
は
在
来
の
自
然
草
で
あ
り

種
子
が
落
ち
て
か
ら
刈
り
取
り
乾
燥
す

る
。自
然
循
環
型
農
法
で
よ
く
管
理
さ

れ
た
草
地
は
ア
ル
プ
ス
の
峰
峯
と
調
和

し
国
土
の
環
境
保
全
と
景
観
を
保
っ
て

い
る
。
草
地
に
点
在
す
る
山
岳
の
牛

舎
、家
屋
は
景
観
条
例
に
よ
っ
て
木
造

で
屋
根
の
色
、外
壁
の
色
彩
等
が
規
制

さ
れ
、自
然
と
よ
く
調
和
を
保
っ
て
い

る
。

　
自
然
と
共
生
す
る
ア
ル
プ
ス
の

人
々
は
登
山
電
車
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
、

リ
フ
ト
等
機
動
力
を
活
用
し
誰
彼
と

な
く
ア
ル
プ
ス
の
峰
峯
に
抱
か
れ
て

自
然
と
親
し
み
な
が
ら
生
き
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
た
。
こ
の
点
は
日
本

の
よ
う
に
特
定
の
人
間
た
ち
が
「
自

然
保
護
」
の
名
の
も
と
で
自
分
た
ち

だ
け
の
自
然
で
あ
る
か
の
よ
う
な
風

潮
を
挑
し
高
齢
者
、
身
障
者
が
等
し

く
自
然
の
峰
峯
に
親
し
み
生
き
る
悦

び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
自

然
生
態
型
に
配
慮
し
た
機
動
力
の
設

置
は
根
底
か
ら
規
制
緩
和
の
見
直
し

を
す
べ
く
強
く
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

　　
研
修
を
終
え
て
思
う
に
、
我
国
に

お
い
て
も
山
村
が
あ
っ
て
こ
そ
国
土

保
全
、
環
境
保
全
が
保
た
れ
て
い
る

こ
と
を
政
府
、
政
治
担
当
者
が
肝
に

銘
じ
て
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
積
極
的
政
案
を
早
期
に
実
現
し
な

け
れ
ば
日
本
国
は
「
大
事
」
に
至
る

危
機
的
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
山
振
連
盟
を
中
軸
と

し
た
今
ま
で
よ
り
以
上
の
国
民
的
協

力
を
早
期
に
展
開
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
完
）

　
介
す
る
大
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
て

　
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
覧

　
下
さ
い
。

「
ゲ
ル
」
と
は

　
モ
ン
ゴ
ル
族
は
北
方
遊
牧
民
族
と

し
て
独
特
な
民
族
伝
統
を
も
っ
て
お

り
、
蒙
古
ゲ
ル
は
草
原
遊
牧
民
の
特

有
な
住
居
で
あ
り
古
く
か
ら
民
族
と

共
に
長
い
年
月
を
過
ご
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
ゲ
ル
は
製
作
簡
単
、
移
動

便
利
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で

遊
牧
民
族
の
生
活
と
環
境
に
適
し
た

住
居
で
す
。
ゲ
ル
の
大
き
さ
は
直
径

６
ｍ
、
高
さ
２
・
５
ｍ
で
テ
ン
ト
を

大
き
く
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
。モンゴルの風景（左）とゲル（右）

モ
ン
ゴ
ル
国
大
使



児
童
手
当
て
に
関
す
る
お
し
ら
せ

新
た
な
下
水
道
供
用
区
域

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は

毎
年
６
月
中
に「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
け
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当

を
引
き
続
き
受
け
る
資
格
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　
届
出
が
な
い
と
６
月
分
以
降
の
手

当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
届
出
用
紙
は
６
月
期
分
の

支
払
連
絡
に
同
封
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
等
で

該
当
に
な
ら
な
か
っ
た
方
も
、
昨
年

の
所
得
に
よ
っ
て
は
新
た
に
該
当
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話

ま
た
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
は
、
５
月
中
に
認
定
請
求

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
・
環
境
課

（
℡
55
ー
４
９
５
９
）
ま
で

　
平
成
12
年
４
月
に
矢
島
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
運
転
開
始
に
伴
い
、
矢
島
町

の
下
水
道
事
業
も
順
調
に
水
洗
化
が

進
ん
で
参
り
ま
し
た
。
更
に
、
本
年

度
は
新
た
に
次
の
区
域
が
４
月
よ
り

供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
川
原
・
家
中
全
域
・
丸
森
・
新

町
・
新
所
（
一
部
）

　
こ
れ
に
よ
り
、
公
共
下
水
道
事
業

は
、
管
渠
延
長
で
17
・
４
㎞
面
積
で

は
１
２
９
・
５
ha
と
な
り
、
矢
島
町

全
人
口
に
対
す
る
普
及
率
は
、52
・
６

％
に
達
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
町
民

皆
様
方
よ
り
一
日
で
も
早
く
排
水
設

備
工
事
を
実
施
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
平
成
13
年
度
の
管
渠
工
事
区
域

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
新
所
（
昨
年
度
の
続
き
）

　
・
常
陸
沢

　
・
羽
坂
（
日
新
館
周
辺
）

　
・
上
山
寺
（
中
学
校
台
地
）

　
・
小
田
（
生
コ
ン
周
辺
）

　
以
上
の
面
整
備
を
も
っ
て
、
矢
島

町
の
下
水
道
事
業
の
面
整
備
は
一
応

の
完
了
と
な
り
ま
す
。

　
ご
存
じ
で
す
か

　
　
　
　
〜
行
政
相
談
〜

　
総
務
省
で
は
、
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
要
望
事
項
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
を
お
聞
き
し
、
そ
の
事
案
の
改
善

を
図
る
た
め
、
毎
月
行
政
相
談
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
総
務
大
臣
よ
り
矢
島
町

担
当
の
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ
、
郷

内
の
佐
藤
重
夫
氏
（
再
任
）
に
相
談

業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。

　
※
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

　
で
ご
安
心
下
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
　
佐
藤
重
夫
氏

　（
郷
内
　
℡
55
ー
３
３
９
１
）

相
談
日
　
第
２
、
第
４
月
曜
日

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
　
所
　
矢
島
町
福
祉
会
館

５
月
は
「
消
費
者
月
間
」
で
す

　
消
費
者
月
間
は
、
消
費
者
啓
発
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
63

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
新
世
紀
を
か

し
こ
く
生
き
る
〜
活
用
し
よ
う
消
費

者
契
約
法
」
で
す
。

　「
消
費
者
契
約
法
」
は
、
消
費
者
と

事
業
者
の
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
た
法
律
で
平

成
13
年
４
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

次
の
よ
う
な
状
態
で
契
約
し
た
場
合

○
契
約
し
た
内
容
と
説
明
が
ち
が
っ

　
て
い
た

○
不
確
か
な
見
通
し
を
断
定
的
な
誘

　
い
文
句
で
契
約
さ
せ
ら
れ
た

○
消
費
者
が
損
を
す
る
こ
と
を
故
意

　
に
告
げ
な
か
っ
た

○
取
引
を
す
る
際
、
帰
っ
て
ほ
し
い

　
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
自
宅
か
ら

　
退
去
し
な
か
っ
た
り
、
営
業
所
に

　
閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
し
た
。

　
契
約
を
し
た
後
で
も
、
契
約
の
取

消
し
が
で
き
ま
す
。

　
又
、
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売

等
の
契
約
の
場
合
は
、
契
約
し
て
か

ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解

約
で
き
る
制
度
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
）
が
あ
り
ま
す
。
　

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
、
甘
く
て
コ

ワ
ー
イ
誘
惑
に
惑
わ
さ
れ
な
い
た
め

に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
世
の
中
そ
ん
な
に
う
ま
い
話
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
い
ら
な
い
も
の
は

　「
き
っ
ぱ
り
」
と
断
わ
ろ
う
。

②
た
と
え
「
ほ
し
い
」
と
思
っ
て
も

　「
本
当
に
い
ま
必
要
な
も
の
か
・
　

身
体
障
害
者
居
宅

　
整
備
費
補
助
金
制
度

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
在
宅
の

重
度
身
体
障
者
が
、
よ
り

良
い
日
常
生
活
を
営
む
為

に
行
う
居
室
の
建
設
、
住

宅
の
改
造
に
対
し
補
助
金

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福

祉
保
健
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　（
℡
55
〜
４
９
６
０
）

支
払
え
る
の
か
」
よ
く
考
え
よ
う
。

③
契
約
す
る
場
合
は
契
約
書
を
じ
っ

　
く
り
読
も
う
。
口
約
束
と
違
う
内

　
容
が
書
い
て
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

　
ん
。

④
う
か
つ
に
サ
イ
ン
し
た
り
、
印
鑑

　
を
押
し
た
り
し
な
い
。
そ
の
つ
も

　
り
が
な
く
て
も
契
約
成
立
と
い
う

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
代
金
は
そ
の
場
で
全
額
支
払
わ
な

　
い
。
又
、
代
金
の
総
額
が
３
千
円

　
未
満
だ
と
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

　
効
き
ま
せ
ん
。

身体障害者居宅整備費補助金事業の内訳

区　分 重度身体障害者
専用居室建設事業

重度身体障害者
生活環境改善事業

対象者
１級又は２級の下肢
又は体幹機能障害者

１級、２級又は３級の
肢体不自由者（ただし
３級は車いす使用者）

建築内容
身体障害者用トイ
レ、手すり等を整備
した専用居室

浴室、トイレ、台
所、洗面所、出入り
口等居室の改造整備

所得制限 所得税非課税世帯 所得税非課税世帯

補助基準 1,584,000円 520,000円

補
助
率

区分
町民税
非課税

町民税
非課税

県 1/3 1/2 1/3

町 1/3 1/2 1/3

本人 1/3 0 1/3



第
52
回
本
荘
市
由
利
郡

春
季
剣
道
大
会
（
４
月
22
日
）

　
　
　
　
　
　（
県
立
大
学
体
育
館
）

★
矢
島
小
学
校

　
　
６
級
男
子

　
三
　
位
　
柴
田
　
元
気
（
３
年
）

　
　
４
級
女
子

　
準
優
勝
　
佐
藤
　
綾
子
（
５
年
）

　
　
３
級
男
子

　
三
　
位
　
佐
藤
　
　
薫
（
６
年
）

　
　
同
　
　
佐
藤
　
裕
平
（
６
年
）

★
矢
島
中
学
校

　
　
２
級
男
子

　
三
　
位
　
小
番
潤
一
郎
（
１
年
）

　
　
２
級
女
子

　
優
　
勝
　
佐
藤
ま
ゆ
子
（
１
年
）

　
準
優
勝
　
金
子
　
あ
や
（
１
年
）

　
　
１
級
男
子

　
三
　
位
　
佐
々
木
　
翔
（
２
年
）

初
出
場
で
み
ご
と
準
優
勝

　
４
月
22
日
、
本
荘
市
民
体
育
館
で

行
わ
れ
た
、
第
32
回
全
国
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
本
荘
・
由
利
地

区
予
選
会
で
矢
島
Ｖ
Ｂ
Ｃ
が
初
出
場

で
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
本

荘
由
利
地
区
は
県
内
で
も
一
目
置
か

れ
て
い
る
存
在
で
、
今
大
会
に
出
場

し
た
他
の
９
チ
ー
ム
は
全
県
大
会
で

も
好
成
績
を
お
さ
め
て
い
る
強
豪
ば

か
り
。
自
分
達
は
ど
の
位
の
力
が
あ

る
の
か
試
し
て
み
た
く
参
加
し
ま
し

た
。
試
合
内
容
に
は
課
題
も
残
り
ま

し
た
が
、
満
足
し
た
結
果
と
な
り
ま

　
　
初
段
男
子

　
三
　
位
　
佐
々
木
　
求
（
３
年
）

　
　
初
段
女
子

　
準
優
勝
　
真
坂
　
聖
子
（
３
年
）

　
三
　
位
　
山
田
　
　
梢
（
３
年
）

し
た
。
試
合
後
の
選
手
達
は
疲
れ
以

上
に
満
足
感
と
今
後
の
期
待
感
に
包

ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

狂
犬
病
の
予
防
に
つ
い
て

「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
は
、
犬
の
飼
い

主
は
、
犬
の
登
録
と
年
に
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
狂
犬
病

は
全
て
の
動
物
・
鳥
類
に
感
染
し
、死

を
も
た
ら
す
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

ま
た
、
登
録
は
犬
の
数
や
種
類
な
ど

の
実
態
を
つ
か
む
た
め
に
行
わ
れ
ま

す
。

　
今
年
も
左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
尚
、
未
登
録
者
に
は
罰
金
（
20
万

　
円
以
下
）
な
ど
の
厳
し
い
指
導
を

　
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
手
数
料

　
○
登
録
手
数
料
〜
３
、
０
０
０
円

　
○
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金

　
　
　
　
　
　
　
〜
３
、
０
２
０
円

平成１３年度犬の登録及び狂犬病予防注射日程表

月日 場　　　所 時　間 対象町内名

５
月
14
日
（
月
）

川原小坂会館 9:30̃9:50 川原、小坂

旧月山温泉前 10:00̃10:20 田中

川辺生活改善センター前 10:30̃11:20 砂子沢、杉沢、沢内、小板戸

木在会館前 11:30̃12:00 木在

築舘、防火水槽前 13:30̃13:40 築舘

小田住宅入口 13:50̃14:00 小田住宅、沖小田

小田、柴田商店前 14:10̃14:30 小田

福祉会館前 14:40̃15:00 舘町、城新、新道

５
月
15
日
（
火
）

八ツ杉神社前 9:30̃9:50 持子、八ツ杉

中山、渡部宅前 10:00̃10:50 中山、上野平、上野、十二ケ沢、軽井沢

中屋敷、防火水槽前 11:00̃11:10 中屋敷

上新荘、お宮前 11:20̃11:30 上新荘

坂之下会館前 13:00̃13:50 坂之下

坂之下郷内、茂木商店前 14:00̃14:30 坂之下郷内、元町郷内、御嶽

九日町会館前 14:40̃15:00 九日町

須郷田会館前 15:10̃15:20 須郷田

成沢、土田太郎宅前 15:30̃15:40 成沢

５
月
17
日
（
木
）

田沢会館前 9:30̃9:40 田沢

金ケ沢会館前 9:50̃10:00 金ケ沢

上原会館前 10:15̃10:25 上原

矢越会館前 10:40̃10:50 矢越

荒沢会館前 11:00̃11:15 荒沢

森林組合前 11:25̃11:50 下山寺

針ケ岡会館前 13:40̃13:50 針ケ岡

熊之子沢会館前 14:00̃14:20 熊之子沢、桧沢

濁川児童館前 14:30̃14:40 濁川、野際、柴倉

谷地沢会館前 15:00̃15:20 谷地沢、桃野

５
月
18
日
（
金
）

役場駐車場 9:30̃10:20 矢島町、丸森、田中町、水上、上の山、小杉沢

山寺観音様向 10:30̃10:50 新丁、七日町、山寺

駅前町営駐車場 11:00̃11:50 羽坂、豊町

栄町会館前 13:00̃13:30 栄町、栄町住宅

消防署、水槽前 13:40̃14:30 大川原、新町、長泥

新所会館前 14:40̃15:00 新所



こ
ち
ら
情
報
セ
ン
タ
ー

　
Ｉ
Ｔ
講
習

　
　
　
好
評
開
催
中

ＴＶ電話ビデオ・オン・デマンド装置

下記電話番号にダイヤルすることにより各

種情報が見られます。

　行政・福祉情報　　　　 29-5020

　観光・イベント情報　　 29-5021

　公共施設予約状況　　　 29-5032

ホームページアドレス

  http://www.town.yashima.akita.jp

メール

kikaku＠ town.yashima.akita.jp

申込・問い合わせ

矢島町公民館（日新館内）

　　ＴＥＬ　０１８４－５６－２２０３

　　ＦＡＸ　０１８４－５５－４２２４

定員になり次第締め切ります。（各講習定員20名）

受講料は一切かかりません。

　
４
月
９
日
か
ら
13
年
度
の
Ｉ
Ｔ
講

習
会
が
日
新
館
を
会
場
に
始
ま
り
ま

し
た
。
Ｉ
Ｔ
講
習
で
は
、
レ
ベ
ル
や

講
習
の
進
め
方
等
に
配
慮
す
る
た

め
、
一
般
、
シ
ニ
ア
、
レ
デ
ィ
ー
ス

の
３
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
、
パ
ソ
コ
ン

に
触
っ
た
こ
と
の
な
い
方
で
も
無
理

な
く
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
最
初
の
開
催
と
な
っ
た
シ
ニ
ア

コ
ー
ス
で
は
、
こ
の
機
会
に
パ
ソ
コ

ン
操
作
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
覚
え

よ
う
と
い
う
60
才
か
ら
77
才
ま
で
15

名
が
受
講
し
、
初
め
て
触
る
パ
ソ
コ

ン
や
マ
ウ
ス
の
操
作
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
講
習
が
進
む
に
つ
れ
て
上

達
し
て
い
く
姿
に
感
激
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
町
民
皆
様
に
も
、
是
非
こ
の
機
会

に
講
座
を
受
講
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
を
習
得
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
上
半
期
の
講
座
は
６
コ
ー

ス
あ
り
、
定
員
に
達
し
な
い
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
の
で
受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
に
よ
り
お
申
込
み
下

さ
い
。

　
尚
、
下
半
期
（
秋
・
冬
季
）
に
も

６
コ
ー
ス
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

★
５
月
の
配
信
予
定

　
　
　
　（
Ｔ
Ｖ
電
話
）

〇
モ
ン
ゴ
ル
大
使
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
５
／
14
）

　
Ｔ
Ｖ
電
話
へ
の
配
信
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、役
場
企
画
商
工
観
光
課（
55

―
４
９
５
２
・
Ｔ
Ｖ
電
話
55
―
４
９

６
５
）
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
ま

た
、
不
明
な
点
や
Ｔ
Ｖ
電
話
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
も
同
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
新
　
職
　
員
　
紹
　
介

氏　　名：清　水　高　志

　（長野県佐久市より派遣）

生年月日：昭和50年12月16日

血液型：ＡＢ型

趣味特技：スキー、スポーツ

　　　　観戦、ドライブ

《ひとこと》
　矢島町と友好都市の長野県佐久市より来まし

た清水高志です。１年間と限られた期間ではあ

りますが頑張りますのでよろしくお願いします。

この貴重な時期を利用して矢島町、秋田県をい

ろいろ見て周りたいと思っております。

氏　　名：佐々木　　茜あかね

　　　　　　　　（下山寺）

生年月日：昭和57年12月４日

血液型：Ｏ型

趣味特技：音楽鑑賞

《ひとこと》
　今年より矢島町建設課で働く事になりました

佐々木茜です。高校を卒業したばかりでわから

ない事ばかりですが、新しい仕事と環境に早く

なれ皆様のお役に立てるよう一生懸命頑張りま

す。

番　号 コース 開催期間 時　間

１ 一般 　5/7.9.11.14.16.18 18:30̃20:30

２ 一般 　5/21.23.25.28.30.31 18:30̃20:30

３ 一般 　6/4.6.8.11.13.15 18:30̃20:30

４ 一般 　6/9.10.16.17 9:30̃12:30

５ シニア 　5/7.9.11.14.16.18 13:30̃15:30

６ レディース 　5/21.23.25.28.30.31 13:30̃15:30

平成13年度上半期(５月・６月)ＩＴ講習会開催予定



〈
健
康
シ
リ
ー
ズ
〉

ほ
け
ん
だ
よ
り

〈
相 

談
・
健 

診
〉

〈
予 

防 

接 

種
〉

〜
健
（
検
）
診
が
始
ま
り
ま
す
〜

　
ど
ん
な
に
健
康
に
気
を
配
っ
て
い

て
も
、
生
活
習
慣
病
は
い
つ
あ
な
た

に
忍
び
寄
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
時
、
健
康
診
断
が
威
力

を
発
揮
し
ま
す
。
自
覚
症
状
の
な
い

初
期
の
段
階
で
も
、
健
（
検
）
診
で

早
期
発
見
で
き
れ
ば
病
気
の
芽
を
い

ち
早
く
摘
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
今
年
度
は
、
21
日
か
ら
胸
部
総
合

検
診
が
始
ま
り
ま
す
。
先
日
全
戸
配

布
し
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
申
し
込

み
用
紙
に
基
づ
き
、
町
の
検
診
を
希

望
さ
れ
た
方
に
通
知
書
を
配
布
致
し

ま
す
の
で
検
診
当
日
忘
れ
ず
に
持
参

し
て
い
ら
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
申

し
込
み
を
し
忘
れ
た
方
、
変
更
の
あ

る
方
は
福
祉
保
健
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。（
55
―
４
９
６
０
）

　
ま
た
、
各
種
健
（
検
）
診
の
自
己

負
担
金
は
表
の
通
り
で
す
が
、
次
の

方
々
か
ら
は
徴
収
致
し
ま
せ
ん
。

◎
70
歳
以
上
の
方

◎
65
〜
69
歳
の
方
で
老
人
医
療
受
給

　
者
証
を
お
持
ち
の
方

◎
平
成
12
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
の
方

◎
な
ん
で
も
健
康
相
談

日
時
　
５
月
31
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
11
時
30
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
健
康
に
関
す
る
相
談
、
体
脂
肪
率

　
や
血
圧
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
の
計
測

　
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

　
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

◎
３
歳
児
健
診

日
時
　
５
月
９
日
（
水
）
午
後
１
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
９
年
10
・
11
・
12
月
生

　
　
　
平
成
10
年
１
月
生

持
参
す
る
も
の

　
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

※
ア
ン
ケ
ー
ト
票
後
ろ
の
視
力
・
聴

　
力
の
検
査
セ
ッ
ト
で
必
ず
検
査
を

　
済
ま
せ
て
来
て
下
さ
い
。（
検
査
　

　
セ
ッ
ト
の
無
い
方
は
福
祉
保
健
課

　
ま
で
連
絡
下
さ
い
。）

◎
２
歳
児
健
診

日
時
　
５
月
11
日
（
金
）

　
　
　
午
後
０
時
45
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
10
年
11
・
12
月
生

　
　
　
平
成
11
年
１
・
２
月
生

持
参
す
る
も
の

　
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
、

　
タ
オ
ル

※
歯
垢
の
染
め
出
し
チ
ェ
ッ
ク
を
実

　
施
し
ま
す
の
で
自
宅
で
歯
磨
き
を

　
　
し
て
来
て
下
さ
い
。

◎
乳
児
健
診

日
時
　
５
月
31
日
（
木
）
午
後
１
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
12
年
５
・
７
・
10
月
生

　
　
　
平
成
13
年
１
月
生

持
参
す
る
も
の

　
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
、

　
バ
ス
タ
オ
ル

※
１
月
生
の
方
は
健
康
相
談
票
を
持

　
っ
て
き
て
下
さ
い
。

◎
ポ
リ
オ

日
時
　
５
月
18
日
（
金
）
午
後
１
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
12
年
２
月
〜

　
　
　
　
平
成
13
年
１
月
生

　
　
　
　
就
学
前
で
２
回
投
与
し
て

　
　
　
　
い
な
い
幼
児

※
記
入
し
た
予
診
票
と
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
下
さ
い
。

◎
な
お
、
健
診
・
予
防
接
種
の
日
程

　
は
矢
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
福

　
祉
保
健
課
健
康
増
進
係
）・
ｉ
モ
ー

　
ド
で
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
》

h
ttp
://

w
w
w
.to
w
n
.y
a
sh
im
a
.a
k
ita
.jp
/

《
ｉ
モ
ー
ド
ア
ド
レ
ス
》

h
ttp
://

w
w
w
.to
w
n
.y
a
sh
im
a
.a
k
ita
.jp
/

fu
k
u
si/fu

k
u
si/im

o
d
o
.h
tm
l

※　割当てされた日に都合の悪い場合は、どの会場　

　で受診されても良いので忘れずに受診下さい。

平成１３年度胸部総合検診日程表

健（検）診名 対象経費 自己負担額

胸部総合検診　 1,300円 無　料

基本検診　　　 7,730円 1,000円

胃がん検診　　 3,900円   500円

子宮がん検診　 3,900円   500円

乳がん検診　　 1,900円   500円

大腸がん検診　 1,600円   500円

前立腺がん検診 1,920円 1,000円

月日 場所 時間 対象地区

5/21
(月)

川原小坂会館 9:30̃10:30 川原小坂、田中

砂子沢会館 10:40̃11:30 砂子沢、沢内

杉沢会館 1:00̃2:00 杉沢、小板戸

木在会館 2:10̃3:00 木在

5/22
(火)

立石児童館 9:30̃10:30
持子、八ツ杉、中山、上野　
平、上野、十二ケ沢、軽井沢

中屋敷児童館 10:50̃11:30 中屋敷

新荘改善センター 1:00̃2:00 上新荘

坂之下会館 2:20̃3:00 坂之下、坂之下郷内

5/23
(水)

谷地沢会館 9:30̃10:00 谷地沢、桃野

濁川児童館 10:30̃10:50 濁川

熊之子沢会館 11:20̃11:50 熊之子沢、大谷地

大川原会館 1:30̃3:00 長泥、大川原、新町

5/24
(木)

新所会館 9:30̃10:30 新所

郷内児童館 11:00̃11:30 郷内、御嶽

九日町会館 1:00̃1:30 九日町

須郷田会館 2:00̃2:30 須郷田、成沢

荒沢会館 3:00̃3:30 荒沢

5/25
(金)

上原会館 9:30̃9:50 上原

金ケ沢会館 10:10̃10:30 金ケ沢

田沢会館 10:50̃11:10 田沢

矢越会館 11:30̃11:50 矢越

保健センター 1:30̃2:30 日割りに都合のつかなかない人

5/28
(月)

福祉会館
9:30̃11:30 矢島町、丸森、城新、水上、上の山

1:00̃3:00 田中町、新丁、舘町、七日町、新道、
針ケ岡　　　　　　　　　　　　　　

5/29
(火)

保健センター
9:30̃11:30 下山寺、豊町、栄町、栄町住宅

1:00̃3:00 羽坂、山寺、小田、沖小田、小田住宅、
築舘　　　　　　　　　　　　　　　　



 
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎

　 
　
　
検
査
受
診
の
呼
び
か
け

　
厚
生
労
働
省
は
、
非
加
熱
血
液
製

剤
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
を
受
け
た

方
々
の
感
染
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
当
該
製
剤
を
血
友
病
以
外
の
患

者
に
投
与
し
た
可
能
性
の
あ
る
医
療

機
関
を
公
表
し
、
血
友
病
以
外
の
病

気
で
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の

投
与
を
受
け
た
方
々
へ
の
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
次
の
対
象
者
に
該
当
す
る

方
々
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
治
療
を

受
け
た
公
表
医
療
機
関
で
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
転
居
等
に
よ
り
、
当
該
医
療
機

関
に
受
診
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
他
の
公
表
医
療
機
関
で
受
診
し

て
下
さ
い
。
対
象
期
間
内
に
受
診
さ

れ
た
場
合
は
、Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
費
用
は
無

料
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
診
療
録
の
保
存
年
限
は
５

年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
受
診

さ
れ
た
医
療
機
関
に
お
い
て
当
該
製

剤
の
投
与
状
況
の
確
認
が
出
来
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

場
合
で
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
承
知
の
上
進

ん
で
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

◎
対
象
者

　
昭
和
47
年
〜
昭
和
63
年
の
間
に
次

の
よ
う
な
病
気
で
公
表
医
療
機
関
に

入
院
し
た
こ
と
の
あ
る
方

・
新
生
児
出
血
症
（
新
生
児
メ
レ
ナ
、

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
欠
乏
症
等
）
の
病
気

　
で
「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」
と
の

　
指
摘
を
受
け
た
人

・
肝
硬
変
や
劇
症
肝
炎
で
入
院
し
、

　
出
血
が
著
し
か
っ
た
人

・
食
道
動
脈
瘤
の
破
裂
や
消
化
器
系

　
疾
患
に
よ
り
大
量
の
吐
下
血
が
　
あ
っ

　
た
人

・
大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を

　
受
け
た
人
（
出
産
時
の
大
量
出
血

　
も
含
む
）

◎
検
査
受
け
入
れ
期
間

　
平
成
13
年
７
月
31
日
ま
で

◎
お
問
い
合
わ
せ

　
本
荘
由
利
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
電
話
　
22
―
４
１
２
２

国
保
の
皆
様
へ

ド
ッ
グ
を
利
用
し
て

　
　
　
み
ま
せ
ん
か

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
町
の
健
診
事
業
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
健
康
で
あ
る
こ
と

を
確
か
め
る
た
め
に
も
各
種
健
診
を

進
ん
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
受
け
た
い
け
ど
日
程
が
合
わ
な

く
て
・
・
・
。」
と
お
困
り
の
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　
矢
島
町
国
保
で
は
、
そ
の
よ
う
な

方
の
た
め
に
、
ド
ッ
ク
希
望
者
の
取

り
ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
。
健
診
の

た
め
に
何
回
も
会
場
に
足
を
運
べ
な

い
方
で
国
保
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
昨
年
度
か
ら
一
般
ド
ッ
ク
の
他
に

脳
ド
ッ
ク
へ
の
補
助
も
し
て
い
ま

す
。
気
に
な
る
頭
痛
や
め
ま
い
、
高

血
圧
の
方
に
は
脳
ド
ッ
ク
も
お
す
す

め
で
す
。

　
国
保
被
保
険
者
証
更
新
の
際
に
お

知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
脳
ド
ッ
ク
に
つ

い
て
反
響
が
大
き
く
定
員
に
な
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
日
程
表
を

ご
覧
に
な
り
、
希
望
者
は
福
祉
保
健

課
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　（
福
祉
保
健
課
55
〜
４
９
６
０
）

　
国
保
ド
ッ
ク
予
定
表

《
由
利
組
合
病
院
》

▼
一
般
ド
ッ
ク
日

　
７
／
18
（
水
）・
９
／
26
（
水
）・

　
11
／
14
（
水
）

▼
脳
ド
ッ
ク
は
定
員
に
な
り
ま
し
た
。

《
本
荘
第
一
病
院
》

▼
一
般
ド
ッ
ク
日

　
11
／
26
（
月
）・
12
／
３
（
月
）

▼
脳
ド
ッ
ク
は
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

※
国
保
加
入
者
の
方
は
、
右
記
以
外

の
日
に
個
人
的
に
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
を
受
け
た
方
も
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

◎
社
会
福
祉
法
人
矢
島
町
社
会
福
祉

協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業
の

た
め
役
立
て
て
下
さ
い
と
し
て
寄
付

金
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

○
本
荘
久
謡
会
　
代
表
須
藤
一
男
様

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

○
矢
島
町
由
利
の
会

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

○
栄
町
、吉
田
佳
晃
様
　（
御
尊
父
　

　
久
一
氏
香
典
返
し
）

○
水
上
、小
松
重
蔵
様
　（
御
母
堂
　

　
ナ
カ
ヱ
氏
香
典
返
し
）

○
上
原
、佐
藤
稔
様
　（
御
祖
母
キ
　

　
ミ
エ
氏
香
典
返
し
）

○
坂
之
下
、茂
木
成
様
　（
御
母
キ
　

　
ク
ミ
氏
香
典
返
し
）

◎
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う

○
立
石
上
野
、
金
崎
キ
ヨ
セ
様
　
　

　（
89
歳
）
雑
巾
80
枚

公表医療機関リスト

み
ん
な
の
善
意

医療機関名 電話番号 対応者氏名 対応曜日・時間

平鹿総合病院 0182-32-5121
（血液内科科長）高橋　徹
（事　務）伊藤　長悦　

月～金　8:30～17:00
（祝祭日は除く）

秋田大学医学部附属病院
018-884-6038

直通
（医事課専門職員）
　　井山　利広

月～金　9:00～16:00
（祝祭日は除く）

大館市立総合病院 0186-42-5370 （第二内科部長）小笠原　仁
（小児科部長）高橋　義博

月～金　9:00～16:00
（祝祭日は除く）

由利組合総合病院 0184-27-1200
（院　長）高野　一彦
（事務長）藤田　誠之

月～金　13:00～17:30
第１・３・５土 8:30～12:30

（祝祭日は除く）

市立秋田総合病院 018-823-4171 （副院長）秋濱　哲雄
火、木　9:00～12:00
（祝祭日は除く）

鹿角組合総合病院 0186-23-2111 （医事課長）本舘　久男 月～金　10:00～12:00
（祝祭日は除く）

北秋中央病院 0186-62-1455 （院　長）岸部　　陸
月～金　9:00～12:30
（祝祭日は除く）

秋田組合総合病院 018-880-3000 （副院長）三浦　義昭
火　9:00～12:00
（祝祭日は除く）

嶋岡内科小児科医院 0182-33-2121 （院　長）嶋岡　　洵
月～金　9:00～17:00
土9:00～14:00
（祝祭日は除く）



お知らせ

募　　集

役
場
臨
時
職
員
（
清
掃
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
募
　
集

次
に
よ
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

勤
務
内
容
　
役
場
庁
舎
清
掃
及
び
用

　
　
　
　
　
務
等

資
　
　
格
　
矢
島
町
在
住
者
で
概
ね

　
　
　
　
　
55
歳
ま
で
の
者
で
普
通

　
　
　
　
　
自
動
車
運
転
免
許
を
有

　
　
　
　
　
す
る
者

勤
務
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

賃
　
　
金
　
役
場
規
定
に
よ
る

雇
用
期
間
　
平
成
13
年
５
月
16
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
14
年
３
月
31
日
ま

　
　
　
　
　
で

加
入
保
険
　
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

申 

込 

み
　
市
販
の
履
歴
書
に
健
康

　
　
　
　
　
診
断
書
を
添
え
て
平
成

　
　
　
　
　
13
年
５
月
10
日
ま
で
役

　
　
　
　
　
場
総
務
課
ま
で
提
出
し

　
　
　
　
　
て
く
だ
さ
い
。

採
　
　
用
　
書
類
審
査
選
考
又
は
面

　
　
　
　
　
接
試
験
に
よ
り
採
用
者

　
　
　
　
　
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
役
場
総
務

課
ま
で
（
電
話
55
―
４
９
５
１
）

矢
島
町
職
員
上
級
（
文
化
財

　
　
専
門
職
員
）
採
用
試
験

　
町
で
は
次
に
よ
り
職
員
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

○
試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

　
文
化
財
専
門
職
員
　
一
名

　
※
文
化
財
の
保
護
、
調
査
業
務
に

　
　
従
事
し
ま
す
。

○
受
験
資
格

　
昭
和
46
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
51

　
年
４
月
１
日
ま
で
生
ま
れ
た
者
で

　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業

　
し
た
者
。

○
右
記
の
者
で
学
芸
員
の
資
格
を
有

　
し
、
か
つ
文
化
財
調
査
経
験
を
３

　
年
以
上
有
す
る
も
の
。（
業
績
内
容

　
添
付
の
こ
と
）

○
試
験
方
法

　
試
験
は
第
１
次
試
験
、
第
２
次
試

　
験
及
び
資
格
調
査
と
し
、
第
２
次

　
試
験
は
第
１
次
試
験
の
合
格
者
に

　
対
し
て
の
み
行
い
ま
す
。

○
試
験
内
容

　
第
１
次
試
験
　
文
化
財
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
論
文
試
験

　
第
２
次
試
験
　
個
別
面
接
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
口
述
試
験

○
試
験
日
時
及
び
場
所

　
第
１
次
試
験

　
日
時
　
平
成
13
年
６
月
11
日

　
　
　
　
午
前
10
時
よ
り

　
場
所
　
矢
島
町
役
場

　
　
　
　（
矢
島
町
矢
島
町
20
）

○
採
用

　
合
格
者
の
採
用
は
平
成
13
年
７
月

　
１
日
の
予
定
で
す
。

○
受
験
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
島
町
役
場
総
務
課

○
受
付
期
間

　
平
成
13
年
５
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
〜
５
月
31
日
（
木
）
ま
で

 

21
プ
ラ
ス
１
会
員
募
集

　
21
プ
ラ
ス
１
で
は
、
今
年
度
も
昆

虫
教
室
や
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
会
の
運
営
や
活
動
を
一
緒
に
考
え

進
め
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
し
て
み
た
い
、
活
動
内
容
等

を
知
っ
て
み
た
い
方
は
次
へ
お
申
込

み
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
矢
島
町
企
画
情
報
係

　
　
　
　
℡
55
〜
４
９
５
２

由
利
高
校
同
窓
会

「
ゆ
り
の
会
」
総
会
に
つ
い
て

　
平
成
13
年
度
由
利
高
校
同
窓
会
・

由
利
の
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
24
日
（
日
）

　
　
　
午
前
11
時
10
分

　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
２
時
20
分

場
所
　
鳥
海
町

　
　「
ホ
テ
ル
フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海
」

会
費
　
３
、
０
０
０
円

申
込
　
６
月
３
日
（
日
）
ま
で
支
部

　
　
　
長
（
武
田
ト
シ
℡
56
―
２
９

　
　
　
５
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　
　
　
い
。

平
成
13
年
度
甲
種
防
火
管
理
者

　
　
　
資
格
取
得
講
習
会
実
施
案
内

一
、
期
日

　
　
５
月
28
日
（
月
）
〜
５
月
29
日

　（
火
）
の
２
日
間

二
、
会
場

　
　
本
荘
市
、「
本
荘
由
利
地
域
職
　

　
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
」

三
、
受
講
料
　
４
、
０
０
０
円

四
、
申
込
期
間

　
　
４
月
20
日
（
金
）
〜
５
月
22
日

（
火
）
ま
で
、
最
寄
り
の
消
防
署
、
分

署
へ
申
込
願
い
ま
す
。

　
　（
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
）

交
通
事
故
相
談
所
の

　
　
　
　
　
　
利
用
案
内

　
交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
の
相
談

を
無
料
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▽
場
　
所
　
由
利
地
方
部
県
民
室

▽
担
当
者
　
交
通
事
故
相
談
員

▽
日
　
時
　
土
日
・
祝
日

　
　
　
　
　
毎
月
第
二
水
曜
日

　
　
　
　
　
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

　
　
　
　
　
を
除
く
毎
日

　
　
　
　
　
９
時
〜
15
時
45
分

▽
内
　
容
　
事
故
後
の
手
続
き

　
　
　
　
　
損
害
賠
償
等

▽
問
合
せ
　
事
前
に
電
話

　
　
　
　
　（
22
〜
５
４
３
１
）

　
　
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

矢
島
招
魂
社
例
大
祭
の

　
　
　
　
　
ご
　
案
　
内

　
本
年
も
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に

よ
り
次
の
と
お
り
例
大
祭
が
執
行
さ

れ
ま
す
。
多
数
の
参
詣
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●
宵
　
宮
　
　
５
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
後
６
時

●
例
大
祭
　
　
５
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時

●
場
　
所
　
　
矢
島
招
魂
社

　
花
祭
り

　
　
お
釈
迦
様
降
誕
会

托
鉢
修
行
　
５
月
12
日
（
土
曜
日
）

法
要
日
時
　
５
月
26
日
（
土
曜
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
時
よ
り

会
　
　
場
　
龍
源
寺

　
　
　
　
　（
矢
島
仏
教
会
年
番
寺
）

　
当
日
、
法
要
に
先
立
ち
矢
島
保
育

園
児
を
先
頭
に
奉
賛
稚
児
行
列
に
引

か
れ
花
見
堂
の
練
経
を
行
い
ま
す
。

　
又
、
法
要
に
て
戦
没
者
の
追
悼
法

要
も
行
い
ま
す
。
皆
様
お
揃
い
で
ご

参
詣
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

　
主
催
　
矢
島
町
佛
教
会

　
　
　
　
矢
島
町
佛
教
護
持
団

　
協
賛
　
矢
島
町
社
会
福
祉
協
議
会



や
ま
め
四
月
例
会

自
衛
官
募
集
案
内

ね
こ
柳
わ
れ
に
差
し
出
す
そ
の
瞳
そ

の
輝
き
を
今
も
忘
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
幸
子

雪
路
を
ま
っ
直
ぐ
歩
い
た
つ
も
り
で

も
朝
の
散
歩
の
蛇
行
の
足
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
太
一
郎

ひ
と
り
ご
と
云
い
つ
つ
亡
父
に
供
う

る
娘
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
チ
ョ
コ
の
リ

ボ
ン
の
赤
く
　
　
　
　
桜
庭
　
恭
子

冬
空
に
く
っ
き
り
浮
か
ぶ
鳥
海
嶺
に

師
の
歌
碑
除
幕
の
遠
き
日
思
う
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
房
代

電
話
ひ
と
つ
鳴
ら
ぬ
静
け
き
一
人
居

に
霙
ま
じ
り
の
雪
の
降
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ヤ
ス

帰
り
遅
き
子
を
待
つ
門
の
流
雪
溝
夜

空
に
春
の
音
を
ひ
び
か
す
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
利
也
子

特
養
に
見
舞
え
る
義
姉
は
人
見
知
り

の
嬰
児
さ
な
が
ら
泣
き
顔
と
な
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
京
子

出
任
せ
に
言
葉
を
つ
む
ぐ
幼
な
孫
し

た
た
か
な
性
お
り
お
り
見
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
真
都
子

幼
な
孫
「
違
う
ち
が
う
」
と
む
き
に

な
る
童
謡
の
音
程
違
え
し
吾
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
　
富
子

自
か
ら
杖
た
ず
さ
え
る
青
年
医
師
妹

の
術
前
勇
気
を
呉
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
洋
子

　
講
師
詠
　
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

一
冬
を
耐
え
来
し
桜
の
歓
声
を
聞
く

と
も
仰
ぐ
咲
き
満
つ
る
花

子
に
語
る
兎
の
童
話
春
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
島
　
竹
波

和
菓
子
屋
の
世
代
の
変
る
桜
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ア
ヤ
子

入
学
式
新
任
教
師
若
々
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
京
子

猫
柳
活
け
て
我
流
に
こ
だ
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
勝
男

上
り
ゆ
く
道
き
わ
ま
り
て
山
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
　
茂

古
稀
と
い
う
齢
手
鏡
月
お
ぼ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
　
瑞

訪
問
の
声
春
光
を
溢
れ
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
木
の
実

城
も
佳
し
花
の
道
後
の
湯
に
ひ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
柳
四
郎

花
に
酔
い
ご
ざ
一
枚
の
酒
に
酔
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞍
馬
　
賢
治

下
萌
え
の
根
元
ふ
く
ら
む
土
香
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
キ
女

植
え
し
子
の
名
札
添
え
ら
れ
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
真
都
子

回
転
扉
く
る
り
と
抜
け
て
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
島
や
す
雄

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に
ご
注
意
を

◎
発
生
時
期

　
県
内
で
は
４
月
か
ら
12
月
に
わ

た
っ
て
発
生
し
、
特
に
５
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
は
最
も
多
発
し
て
い
ま

す
。
次
い
で
11
月
頃
に
多
く
、
１
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
は
発
生
が
見
ら

れ
ま
せ
ん
。

◎
感
染
機
会

　
農
作
業
、
山
菜
取
り
等
の
山
林
で

の
活
動
中
の
感
染
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

◎
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
予
防

①
野
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
着
て
行
っ

　
た
衣
服
は
で
き
る
だ
け
部
屋
の
中

　
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ

　
と
。

②
な
る
べ
く
早
目
に
風
呂
に
入
っ
て

　
身
体
を
よ
く
洗
う
こ
と
。
ツ
ツ
ガ

　
ム
シ
が
好
ん
で
吸
着
す
る
皮
膚
の

　
軟
ら
か
い
隠
れ
た
と
こ
ろ
は
特
に

　
念
入
り
に
。

◎
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
主
な
症
状

　
体
が
だ
る
く
て
食
欲
が
な
く
な

り
、
ひ
ど
い
頭
痛
や
寒
気
と
と
も
に

39
〜
40
度
も
の
高
い
熱
が
出
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
治
ら
な
い

場
合
は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
疑
い
も

あ
り
ま
す
の
で
早
目
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
受
診
の

際
に
は
体
調
を
詳
し
く
説
明
す
る
と

と
も
に
、
野
山
や
田
畑
へ
行
っ
た
事

な
ど
普
段
の
生
活
も
お
話
下
さ
い
。

「
看
護
の
日
」
記
念
行
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

開
催
日
時
　
５
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
15
時

会
　
場
　
秋
田
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
及
び
ア
ゴ
ラ
広
場

テ
ー
マ
　
21
世
紀
は
ケ
ア
の
時
代

　
　
　
　
〜
看
護
職
は
み
な
さ
ん
の

　
　
　
　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す

内
　
容
　
記
念
式
典
、健
康
相
談
、　

　
　
　
看
護
学
校
に
進
む
た
め
の
　

　
　
　
進
路
相
談
、
特
別
講
演
等

※
詳
し
く
は

社
会
法
人
秋
田
県
看
護
協
会

（
℡
０
１
８
〜
８
３
４
〜
０
１
７
２
）

　
防
衛
庁
で
は
平
成
14
年
３
月
に
大

学
等
卒
業
予
定
者
を
対
象
に
次
の
内

容
で
募
集
を
行
い
ま
す
。

一
、
募
集
種
目

　
自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生
（
陸
・

海
・
空
一
般
要
員
及
び
海
・
空
飛
行

要
員
）

二
、
応
募
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
13
年
４

月
２
日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満

の
者
・
大
学
院
修
士
課
程
終
了
者（
終

了
見
込
み
者
含
む
）
に
つ
い
て
は
28

歳
未
満
の
者

三
、
受
付
期
間

　
平
成
13
年
５
月
11
日
（
金
）
ま
で

四
、
一
次
試
験

▽
一
般
要
員

　
平
成
13
年
５
月
26
日
（
土
）

▽
飛
行
要
員

　
平
成
13
年
５
月
26
日
（
土
）
か
ら

27
日
（
日
）

　
な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
自

衛
隊
本
荘
募
集
事
務
所
（
℡
22
―
３

４
７
９
）
ま
た
は
、
各
市
町
村
役
場

備
え
付
け
の
専
用
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

子
供
館
よ
り

　
子
供
館
で
は
、
毎
月
お
楽
し
み
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
月
は
、

★
５
月
12
日
（
土
）
10
時
〜

「
み
ん
な
で
一
緒
に
手
作
り
お
や
つ

　
　
　
　
　
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

　
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
お
い
し
い
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
や
ク
レ
ー
プ
を
み
ん
な
で

焼
い
て
楽
し
み
ま
す
。
み
な
さ
ん
是

非
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

  

第
三
一
二
回

　 

矢
島
短
歌
会
三
月
新
春
歌
会

　
　  

　
講
師
選
歌
　
藤
田
　
嘉
樹

救急月報　(３月)

矢島地区消防組合

出動件数 搬送人員

交通事故 ０件 ０人

一般負傷 ３件 ３人

急　　病 ８件 ８人

その他 ５件 ５人


